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いてたいへん興味深いお話を聞かせていただいたの
ですが、たとえばトルコでは、ニカーブはスカーフ問
題に関する議論からはほぼ捨象されていて、ほとん
ど研究対象になってこなかったと思います。そもそ
も近年まで、それをフィールドワークすること自体
が困難だったということもありますが、その意味で
後藤さんのエジプトにおける研究は、たいへん興味
深いです。
　フィールドワークが困難という理由以外に、なぜ
トルコでニカーブが研究対象になってこなかったの
かというと、少なくとも1930年代以降のトルコでは、
ニカーブ着用者はあまりに異端的で少数でした。世
俗主義体制にとっては、着用者が桁違いに多い、より
ファッショナブルなイスラーム服あるいはスカーフ
のほうが脅威です。したがって、その広がりが限定的
なニカーブ着用をあまり相手にしてこなかったとい
うところもあったと思います。
　後藤さんへの質問です。エジプトなどもそうだと
思いますが、ニカーブを選択的にまとう自由を有す
る社会や国でのニカーブとサラフ主義との関連性
を指摘されていましたが、サラフ主義の影響外のニ
カーブ着用者は、どの程度いるのか。というのも、仮
に両者がセットのような関係になっているのであれ
ば、サラフ主義が広がらない限りニカーブ着用者も
広がらないという仮説が成り立つことになります。
ちなみにトルコでは、ニカーブは、特定のタリーカあ
るいは特定のジェマアトのメンバー以外にほとんど
見られないので、その点についてうかがいたいと思
います。
ハラール化粧品にみる逆説的な世俗化
─野中報告について
　最後に野中さんの発表についてです。「ああ、そう
なんだ。おもしろいなあ」と聞かせていただきまし
た。ハラール化粧品をはじめとするイスラーム的消
費財の地域的特性、インドネシア的特性はあるとは
思いますが、一方でグローバル化の時代ですから、た
とえばハラール規格に関しても世界共通規格を作ろ
うという動きになると思うんですね。リーダーシッ
プを取る国があるでしょうし、消費財についても、世
界的流行もあれば、主要な発信国や主要な発信都市
もあると思います。特にインドネシアはマレーシア
と近い関係にありますから、そのあたりの関係があ
るでしょう。このテーマは、もはやインドネシア研究
の枠組みには収まらない話になっていると思います。
　もう一点、逆説的な世俗化と言いますか、ハラール
化粧品をはじめとするイスラーム的な消費財という
のは、ハラール規格というその産業規格を一つひと
つクリアしないとなかなか生産、流通できない。その
イスラーム的消費財の生産や流通には、異教徒も参
入するわけですね。たとえば韓国製の化粧品や、日本
人が作るハラール化粧品などです。ハラールの遵守
というイスラーム教義の実践が、産業基準・産業規格
をクリアすることでようやく可能になるわけです。
しかし言い換えると、宗教教義であるハラール概念
というものが、産業の一分野に組み込まれてしまう
という局面があると思います。完全に世俗的な法規
の下で行政が定めた各種ガイドラインに従うことで、
イスラーム教の追求ができるということです。
　イスラーム・ファッション、ヴェールの中には、「ど
う見てもこれはもうファッションでしょう」と思うも
のがあります。トルコのイスラーム・ファッションで
もそのファッション性の追求が行き着くところまで
行くと、「きれいだな」と思う反面、「絶対に見せるた
めのものでしょう」と、ぼくはどうしても思うわけで
す。これは宗教の世俗化とも言えます。そういった例
は人類の歴史に普遍的に見られる現象でもあるので、
そうすると、また先ほどの話に戻りますが、もはやイ
ンドネシア研究とかイスラーム研究という枠組みで
はもう収まらない、大きな研究対象になっていくだ
ろうと感じました。
